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2010 年度研究計画書                              研ﾌﾟﾛ／10-05 

 
研究プロジェクト「受容から創造性へ－近現代日本文学におけるスタンダールの場合」 

 Research Project: Reception and creativity - The case of Stendhal in modern and   
                    contemporary Japanese literature - 
 
 
実施期間： 2009～2011 年度（第 2 年次) 

Term of the Project:  2009-2011 fiscal years (2nd year) 

 
研究代表者： ジュリー ブロック 国際高等研究所企画委員／ 

京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授 

Project Leader:  Dr. Julie BROCK, Member of the IIAS Planning Board, 

Professor, Kyôto Kôgeisen.i University 
 

研究目的要旨： 

近現代日本文学の作家たちは直接間接を問わず外国文学をまず受容することによってその仕事を開

始した。とくにフランス文学の影響がこの点において顕著である。しかし日本文学が自立するためには

そこに独自の創造性を生み出さねばならなかった。この「日本的創造性」とは何か、本研究の目的はそ

のことを個々の作家に即して検討することにある。 

 

研究目的： 

①背景： 

日本では、スタンダールが幾度かに渡り顕著に流行した時期がある。最近もまた『赤と黒』（野崎歓

訳）により新たな流行の波が起きている。一方、スタンダールに深く傾倒していた大岡昇平は、2008

年３月に『ながい旅』（1982）が映画化され (『明日への遺言』小泉堯史監督)、同年 4 月には『俘虜記』

（1948）はフランス語で翻訳出版されたばかりである(Journal d'un prisonnier de guerre, trad. 

François Compoint, Paris, Belin)。私たちはこのような社会現象から受容・創造理論をあらたに立ち上

げることを狙っている。 

②必要性： 

本研究は、フランス文学、とくにスタンダールの受容に影響された作家大岡昇平を取り上げる。そ

の理由は、大岡がスタンダールの翻訳者、紹介者、研究者、すなわち「受容者」であっただけではな

く、同時に偉大な小説家として活動していた点にある。その点で大岡は、受容と創造の関係性を比較

文学的に解明するための大きなモデルとなる。 

日本の作家たちは海外からの影響を受けながらも、そこに「日本的創造性」と呼べるものを生み出

している。それは具体的に何であるのか。こうした問題は、本プロジェクトのなかで文学の受容–創造

理論立ち上げることによって解明されるだろう。 

③方針： 

小説における創造性とはなにか。この問いに答えるために本研究会はマルク＝マチュー・ミンシュの

「生きているという感覚」（Marc Mathieu Münch, L’Effet de vie ou Le singulier de l’art littéraire, 

Paris, Honoré Champion, 2004）の概念を借りる。フランス語でこれは「エフェ・ド・ヴィ」といわ

れているものであり、文学によって呼び起こされる気持ちや感覚の高揚を扱うための、これまでにな

い斬新な理論である（この高揚こそがエフェ・ド・ヴィであり、ミンチュによれば、時代や地域を問

わずあらゆる文学作品の基礎となるものである）。そうした効果を生む表現は、作家が影響を受けた西
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洋の作品にも見られるとともに、何らかのかたちで、彼が自ら創作する日本語作品のなかにもあらわ

れる。その合致点を読み解きながら表現手法や方法論について探求し、新しい学術研究の芽を見つけ

出すことを願っている。 

Objectives:  

As far as we know at present, Stendhal’s reception in Japan begins in 1900. Since that date, the 

works of Stendhal have been constantly translated, commented and re-published. Just very recently, 

The Red and the Black was re-published by Kôbunsha Publishing in a translation by Nozaki Kan. 

First issued in September 2007, this translation was re-printed for the third time in March 2008.  

   By taking Stendhal’s reception as an example, and through the analysis of texts by Japanese 

authors, our study aims to clarify the part of creativity which shows through in Stendhal’s reception. 

In Ôoka Shôhei’s case, the question is particularly preponderant, for this great writer, well known 

for his works of fiction, his autobiography and his war chronicles, is also a Stendhal specialist 

having translated him and presented him to the Japanese public. By basing ourselves on the work 

he has done, as well as on previous research by Japanese admirers of Stendhal, we shall re-examine 

Stendhal’s reception in Japan from the perspective of the creativity of Japanese authors in contact 

with this work of Western creation.  

   However, if foreign influences are more conscious, and thus easier to bring to light, other sources 

of influence come from Japanese literature. Aesthetic traditions, as well as the history of society, 

thought and culture, form a compost whose effect on creation in literature is not negligible. We shall 

draw on the pre-Meiji aspects of Japanese literature in order to highlight the specifically Japanese 

characteristics of works of Western inspiration. 

   Our study will lead us to ask the difficult question “What is literature?” To answer this question, 

we shall appeal to the concept of “Life effect” (Marc Mathieu Münch, Effect of Life or The 
Singularity of Literarature as Art, Paris, Honoré Champion, 2004). In supposing that a “life effect” 

occurs in Japanese readers who come into contact with Western literature, we shall ask ourselves 

through which linguistic means, through which subtleties and through which turns of phrase 

Japanese authors have managed to produce an equivalent effect on their own readers. This 

question will, in particular, be at the centre of our thoughts about the translations. In the texts we 

analyse, we shall strive to search for examples which allow us to bring out the part that creativity 

plays in the translators’ work. 

   Finally, it is our hypothesis that, even if the tastes, the preoccupations and the expectations of 

the reader are not the same in 1900, in 1945 or in 2008, there exists in Stendhal’s work a principle 

of longevity that is perhaps in its very design. The way in which this work, in aiming to touch the 

reader in his intellect, as well as in his sensitivity and in his feeling of emotions, comes into the field 

described by Marc Mathieu Münch is perfect. It is from this point of view that we shall re-read the 

works of commentators and critics across the entire history of Stendhal’s reception in Japan. 

   By examining the effects produced by Stendhal’s work through the effects sought after by 

Japanese works, we shall ask ourselves whether “life effect” is truly the key to success in works of 

literature. Returning to the specific means used by Japanese authors to touch the reader and 

produce this “life effect”, we shall strive to clarify the analyses theoretically, so as to give a 

substance to the concepts which allow us to account for our works in a way which is synthetic, and 

which opens the prospects of later research on the functions of literature, and its place in the field of 

research into human sciences. 
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キーワード: スタンダール受容、影響、創造性、真の生命感、大岡昇平、近現代日本文学、比較文学 

Key Word:  Stendhal’s reception, Influences, Creativity, Ôoka Shôhei, Modern and contemporary 

literature, Comparative literature, Life effect, Marc-Mathieu Münch 
 

参加研究者リスト： 15 名 

氏  名    職  名   等  

◎ジュリー ブロック  国際高等研究所企画委員／京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授 

相澤 伸依   東京経済大学経営学部専任講師 

岩本 和子  神戸大学大学院国際文化学研究科教授  

小野  潮   中央大学文学部教授 

粕谷 祐己  金沢大学歴史言語文化学研究域教授 

清水 孝純  九州大学名誉教授 

杉本 圭子  明治学院大学文学部准教授  

関塚  誠   群馬県立桐生南高校教諭 
高木 信宏   九州大学大学院人文科学研究院准教授             

中川 久定   京都大学名誉教授      

野崎  歓   東京大学大学院人文社会系研究科・文学部准教授       

福田 裕大 京都精華大学非常勤講師（2010年度より参加）     

星野 紘一郎  共立女子短期大学文科非常勤講師 

松村 博史  近畿大学文芸学部准教授  

山本 明美  神戸大学大学教育推進機構非常勤講師  

 
2010 年度研究活動予定： 

①研究会開催予定： 

第 4 回「翻訳作品における Effet de vie」2010 年 7 月 2、3 日（於 高等研） 

１日目「大岡昇平と上田敏における Effet de vie の働き」：7 月 2 日（金）13:00−17:30、20:00−22:30 

2 日目「ドストエフスキーとバルザックにおける Effet de vie の働き」：7 月 3 日（土）9:30−15:00 

   本研究会が採用している方法論である Effet de vie という理論について、その創始者である 

マルク=マチュー・ミュンシュとともに検討し、応用の可能性を探る。 

 
第 5 回研究会「翻訳者の視点」2010 年 11 月 12、13 日（於 高等研） 

  1 日目「大岡昇平の翻訳者から」：11 月 12 日（金）13:00−17:30、20:00−22:00 

  2 日目「スタンダールの翻訳者から」：11 月 13 日（土）9:30−15:00 

   本研究会には、文学作品の翻訳者が多数参加している。大岡昇平の仏語訳者とスタンダールの 

日本語訳者の対話を通じて、Effet de vie の表れの違いについて比較し、両文化の特徴を探る。 

  
②話題提供予定者：4 名 

小川 紘子、パリ第四大学 博士 （大阪在住） 

上田敏は日本のスタンダール受容史の中では、第一人者である。氏は上田敏の『うずまき』を翻訳

者であり、パリ第四大学で優れた上田敏研究について博士号を所得した方である。そして「受容と

創造性」について氏の協力が本研究会に有意義な効果をもたらすと判断したからである。 

 
マルク＝マチュー・ミュンシュ、メッツ大学名誉教授（フランス共和国より招聘） 
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本研究プロジェクトの基軸でもある氏の文学理論「エフェ・ド・ヴィ」を、実際の作品研究におい

ていかに実践するか、提唱者自らに語ってもらうことには非常に大きな意義がある。 

 

ミカエル・ジャコブ、グルノーブル大学教授（フランス共和国より招聘） 

氏は、本プロジェクトの研究領域において国際的権威を誇る学術誌『比較研究』を出版しているス

イスのピータ・ラング出版の編集長であり、そこで「エフェ・ド・ヴィ」についての論文を積極的

に掲載している。この新しい方法論の実践を志す本研究会にとって、氏はミンシュとならぶ貴重な

話題提供者となると判断したからである。 

 
テリー・マレ、学習院大学文学部教授 

氏を話題提供者として招聘する必要性は、大岡昇平の『武蔵野夫人』の翻訳者であり、現状では翻

訳の問題についての発表者が日本人（「仏–日」翻訳）に偏っており、「日–仏」の翻訳者の参加を

募って内容のバランスをとりたい。 
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研究活動実績： 

2009 年度： 

 これまでになされた二つの研究会はいずれも日本でのスタンダール受容の分析に充てられた。第一回

目の会では「エフェ・ド・ヴィ」理論が提示された。第二回目の「ケース・スタディー」においてはこ

の理論の応用が目指された。第三回目の研究会は大岡昇平を主たるテーマとして行われた。各回とも、

様々な専門領域の優れた研究者たちが読書という現象に充てた文学研究の方法を提示している。研究会

は全て日本語とフランス語で行われてきた。第三回研究会では、元 NHK プロデューサーのドキュメン

タリー作家を招き、彼が制作した大岡昇平に関するドキュメンタリーの抜粋を上映した。上映後のディ

スカッションにおいて、「エフェ・ド・ヴィ」が映像作品においても働くことを確認できた。 

すでにピーター・ラング出版社とのあいだでフランス語版の議事録の出版交渉が進められている。同じ

く日本語版の議事録出版のために、フランス国際交流基金に補助金を申請した。 

 他方で、本研究は内容面の水準を保ちつつ、出来うる限り経費を削減するよう務めてきた。毎回会期

初日の夜に開催されるセッションでは、参加者たちが打ち解けた雰囲気の積極的かつ有意義な議論をた

たかわせることが出来ているが、このセッションの会場となるホテルの会議室は、第二回目以降研究代

表者ジュリー・ブロックの個人的な科研費から負担されている。また、当日の配布資料の大部分もブロ

ック氏の個人的負担による。加えて、フランスから話題提供者を招聘する際にも、例えば中部大学フラ

ンス文学会とフランス大使館と協力（フィリップ・ベルティエの場合）、私費での来日を要請（ジャン・

エレの場合）、無償での話題提供の依頼（エリック・アヴォカ）をおこなうなど、高等研からの負担額

を可能な限り抑えるべく務めている。 

 
研究会開催実績： 

第 1 回： 2009 年 5 月 29 日（金）～30 日（土）（於：高等研） 

第 2 回： 2009 年 11 月 13 日（金）～14 日（土）（於：高等研）  

第 3 回： 2010 年 3 月５日（金）～3 月 6 日（土）（於：高等研）  

 
話題提供者：8 名 

Eric Avocat             京都大学文学研究科文学部外国人教師 

Jean Ehret       サクレ・クール大学ルクセンブルグ大公国准教授 

桜井  均 NHK放送文化研究所所員／立命館大学映像学部客員教授 

  西川 長夫       立命館大学名誉教授 

花崎 育代           立命館大学文学部人文学科日本文学専攻教授 

François Vanoosthuyse  パリ第３大学文学部准教授 

Philippe Berthier  パリ第３大学教授  

Michel de Boissieu      岡山大学大学院社会文化科学研究科・文学部講師 

 

Achievement:  

2009 fiscal year: 

   The project’s objective is to study the reception of Western literary works (chiefly those of 

Stendhal) in order to examine the share of creativity brought by the Japanese translators, 

commentators and authors. Up until today, the question of Western influence has already given rise 

to many studies, but our viewpoint, which consists of highlighting the Japanese authors’ share of 

creativity, is new and original. From a theoretical point of view, we make reference to Marc-Mathieu 

Münch’s theory of literature, which defines the « effect of life » as an invariant in all literary works. 

When they are successful, these works do indeed produce an impression of life and fullness. How do 
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Japanese authors manage to produce this impression on readers is the question we try to answer, 

by concentrating on examples from either translated works, or critical essays relating to translation, 

or creative works.  

   The first two sessions were devoted to Stendhal’s reception in the world and in Japan. A 

presentation of the « Effect of life » was given at the time of the first session, and some applications 

were given in the second session under the title « case studies ». The third session was devoted to 

Ôoka Shôhei. Eminent specialists took part in these three sessions, in which we tried above all to 

highlight the methods that allow literary studies which are centred around the phenomenon of 

reading. For the third session, we invited a film director, a former NHK producer, and he showed us 

an extract from his documentary on Ôoka Shôhei. The discussions that followed the screening of his 

film allowed us to as certain that « effect of life » works in television and cinema also. All the 

sessions were in French and Japanese. The French-language Proceedings have already been 

compiled ready for publication, possibly by Peter Lang Publications. As for the publication of the 

first session’s Proceedings, the Fondation de France has already been requested to make a grant.  

 

 
研究成果報告書の出版： 

『日本近現代小説における真の生命感—影響と創造性をめぐって』（仮題）２巻 

(可能ならフランス語で更に 1 巻) 

2011 年度末出版予定 

 
担当：川北副所長 
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国際高等研究所 
研究プロジェクト「受容から創造性へ－近現代日本文学におけるスタンダールの場合」 

2009 年度第 1 回研究会プログラム 
 
開催日時：2009 年 5 月 29 日（金） 13：00～21：30 
 5 月 30 日（土） 9：30～15：30 
          
開催場所：国際高等研究所 216 会議室（2F）ほか 
 
研 究 代 表 者：ジュリー・ブロック 国際高等研究所企画委員／ 

京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授 
担当所長・副所長：川北  稔 副所長 
 
出席者：（16 人） 
研究代表者 ** ジュリー・ブロック 国際高等研究所企画委員／ 
   京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授 
参加研究者  相澤 伸依   京都大学大学院文学研究科非常勤講師 
（13人） 岩本 和子  神戸大学大学院国際文化学研究科教授 

 小野   潮   中央大学文学部教授 

 粕谷 雄一  金沢大学人間社会研究域歴史言語文化学系教授 

 清水 孝純  九州大学名誉教授 

 杉本 圭子  明治学院大学文学部准教授 

 関塚   誠   関東学園大学附属高等学校講師 

 高木 信宏   九州大学大学院人文科学研究院准教授 

** 中川 久定 京都大学名誉教授 

** 野崎   歓   東京大学大学院人文社会系研究科・文学部准教授 

   星野 紘一郎  共立女子短期大学文科非常勤講師 

 松村 博史  近畿大学語学教育部准教授 

 山本 明美  神戸大学大学教育推進機構非常勤講師 

 **：スピーカー 
 
話題提供者  Philippe Berthier（フィリップ・ベルティエ） パリ第３大学教授 
（ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ） Jean Ehret（ジャン・エレ） サクレ・クール大学ルクセンブルグ大公国准教授 
（2 人） 

 
 
プログラム 
主テーマ：スタンダールが日本文学に及ぼした「作用」と Effet de vie について 

 
5 月 29 日（金）「現代日本人とスタンダール」 
 13：00～17：30 研究会〔216 会議室〕 

司会：清水孝純、ディスカッションコーディネータ：ジュリー・ブロック 
13：00 導入 ジュリー・ブロック、中川久定（10 分：含通訳時間） 
13：10 フィリップ・ベルティエ発表「越境するスタンダール」（50 分：含通訳時間） 

仏日通訳：小野  潮  
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 14：00 ジュリー・ブロック発表「大岡昇平の論文「日本のスタンダール」にみる 
           受容史の主題系と社会的観念についての問題点」 

     （50 分：含通訳時間） 
             仏日通訳：相澤 伸依 
14：50〈休憩 20 分〉 
15：10 野崎  歓発表「フランス文学受容の現在――『赤と黒』新訳をめぐって」 

     （50 分：含通訳時間） 
16：00 ディスカッション「スタンダール受容と日本文学」 

通訳：小野 潮、野崎 歓、松村 博史、相澤伸依、ジュリー・ブロック 
17：30 終了 

    〈けいはんなプラザへ移動 夕食〉 
  

20：00 ディスカッション「スタンダール観、大岡昇平観、翻訳不可能な部分」 
〔けいはんなプラザ 5 階〕 

 22：00 終了 
 
 
5 月 30 日（土）「受容と創造性における Effet de vie の問題」  

9：30～15：00 研究会〔216 会議室〕 
司会：杉本圭子、ディスカッションコーディネータ：小野 潮 

9：30 ミンシュ氏からのメッセージ朗読（20 分：含通訳時間） 
           仏日翻訳：杉本 圭子 
9：50 ジャン・エレ発表「スタンダール「効果」—“Effet de vie”にもとづくスタンダール 

受容研究序論」 （50 分：含通訳時間） 
仏日通訳：相澤 伸依 

10：40 エレ先生への質問 
                通訳：小野 潮、野崎 歓、松村 博史 

11：40〈休憩 20 分〉 
12：00 エレ先生への質問の続き 

                通訳：小野 潮、野崎 歓、松村 博史 
 12：20 中川久定解説「Effet de vie という概念を日本文学研究に適応する事が必要ではないか」 

（20 分：含通訳時間） 
 12：40〈昼食 50 分〉 
 13：30  質問に対するエレ先生の回答まとめ 
          仏日通訳：小野 潮、松村 博史 

15：30 終了 
 
 

 
配布資料：紹介不可 

 



 

 

 

   

  

  

  

 

  

  

国際高等研究所 
研究プロジェクト「受容から創造性へ－近現代日本文学におけるスタンダールの場合」 

2009 年度第 2 回研究会プログラム 
 
開催日時：2009 年 11 月 13 日（金） 13：00～22：00 
  11 月 14 日（土） 9：30～15：00 
 
開催場所：国際高等研究所 216 会議室（2F）ほか 
 
研 究 代 表 者：ジュリー・ブロック 国際高等研究所企画委員／ 

京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授 
担当所長・副所長：川北  稔 副所長 
 
出席者：（15 人） 
研究代表者 ** ジュリー・ブロック 国際高等研究所企画委員／ 
   京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科教授 
参加研究者  相澤 伸依  京都大学大学院文学研究科非常勤講師 
（11 人） ** 岩本 和子 神戸大学大学院国際文化学研究科教授 

小野 潮   中央大学文学部教授 

粕谷 雄一 金沢大学人間社会研究域歴史言語文化学系教授 

清水 孝純 九州大学名誉教授 

杉本 圭子 明治学院大学文学部准教授 

 関塚   誠   関東学園大学附属高等学校講師 

** 中川 久定 京都大学名誉教授 

星野 紘一郎  共立女子短期大学文科非常勤講師 

松村 博史 近畿大学語学教育部准教授 

山本 明美 神戸大学大学教育推進機構非常勤講師 

 **：スピーカー 
 
話題提供者  西川 長夫   立命館大学名誉教授 
（ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ） François Vanoosthuyse  パリ第３大学准教授 
（3 人） Eric Avocat   京都大学文学部フランス語フランス文学研究室講師 

 
 
プログラム 
主テーマ：＜私＞はいかにスタンダールを読んできたか 

 
11 月 13 日（金）「単数／複数 日本におけるスタンダール受容の私小説」 
13：00～17：30 研究会〔216 会議室〕 

司会：星野紘一郎、ディスカッションコーディネータ：清水孝純 
13：00 挨拶 ジュリー・ブロック （10 分：含通訳時間） 
13：10 導入 星野 紘一郎（20 分：含通訳時間） 
13：30 西川長夫「日本におけるスタンダール受容の問題 

－「私」はいかにスタンダールを読んできたか」（60 分：含通訳時間） 
14：30 ジュリー・ブロック「スタンダールの読者・批評家としての大岡昇平－その根本的な態度」



 

（40 分：含通訳時間）仏日通訳：相澤伸依 
15：10〈休憩 10 分〉 
15：20 中川久定「織田作之助に対するスタンダールの影響－偶然と自尊心の関係－」 

（50 分：含通訳時間） 
16：10 ディスカッション「戦後日本の読者による受容という現象」（80 分） 

                    通訳：松村博史 
17：30 終了 

    〈けいはんなプラザへ移動 夕食〉 
 

20：00 ディスカッション「戦後日本の読者による受容という現象」 
       通訳：松村博史 

22：00 終了 
 
 
11 月 14 日（土）「男性／女性 スタンダール研究における女性研究者の貢献」 
9：30～15：00 研究会〔216 会議室〕 

司会：粕谷祐已、ディスカッションコーディネータ：Eric Avocat 
9：30 野崎 歓からのメッセージの朗読（20 分：含通訳時間） 
9：50 François Vanoosthuyse 

      「彼女たちと彼－スタンダール研究における女性たち」  
                              （50 分：含通訳時間）仏日通訳: 松村博史 

10：40〈休憩 10 分〉 
10：50 岩本和子「アンリ・ベールと妹ポーリーヌの書簡にみる＜創造性＞」 
                         （40 分：含通訳時間） 
11：30 ジュリー・ブロック  

ケース・スタディ「人間たちが分かちあう世界 
 ジュリアン・ソレルとクレーブの奥方」 

（30 分：含通訳時間）仏日通訳：相澤伸依 
 
12：00 ディスカッション「ケース・スタディを受けて」（30 分：含通訳時間） 
12：30〈昼食 60 分〉 
13：30 ディスカッション「男性／女性による読解の違い」（90 分） 

                     通訳：松村博史 
15：00 終了 

 
 
 
配布資料：紹介不可 
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